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令和８年第２回大川市教育委員会（定例会）会議録 

 

令和８年１月２９日、大川市役所大会議室において、令和８年第２回教育委員会（定例会）を開催し

た。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １５時００分 

閉会  １５時３０分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長職務代理者  谷川 朋昭 

委  員  今村 秀一 

 委  員  横大路 智毅 

  

３．欠席委員 

 委  員  木下 明子 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長          添田 宗孝 

学校教育課主幹指導主事     下川 勝彦 

生涯学習課長          永島 潤一 

学校教育課課長補佐       緒方 範子 

学校教育課学務係長       坂本 さとみ 

生涯学習課文化・社会・人権・同和教育係長 道井 真広        

記録者・学校教育課総務係    相浦 一也 

 

５．傍聴者 

なし 

 

６．付議案件 

審議事項 

（１）議案第３号 臨時代理の承認について（会計年度任用職員の任用について）       

（２）議案第４号 臨時代理の承認について（大川市就学援助規則施行規程の一部を改正する規 

程の制定について） 

 

 報告事項 

（１） 講師等の任用について                  

 

７．教育長職務代理者の挨拶の要旨 

１月１１日に開催された「二十歳のづどい」に出席をした。二十歳になって、立派になった方達が、  

将来、大川市に活躍できる場所があって、帰ってきてくれればといいなと思った。二十歳の方々も久 

しぶりに恩師の方々と再会して、先生方も成長した教え子とふれあいができて、お互い懐かしさが溢 

れる二十歳のつどいだったなと思う。立派な社会人として活躍してくれることを願っている。 

小中学校では、インフルエンザの感染が多いようで、欠席者もあるなかで、中学３年生は２月上旬 

より受験が始まっていく。そのようななか、先日、朝の見守り後、横断歩道で年配女性がつまづかれ、
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車の運転手がクラクションを鳴らして教えてくれたが、通学途中の中学生が自転車を降り、年配女性

に駆け寄ってくれて、声をかけてくれたということがあった。中学生が遅刻扱いとならないよう、学

校の方に行って、事情を話したところであった。大川で学ぶ子ども達が学校教育のなかで色々な知識

を身に付けて、そのような場面に出くわした時に、自分が何をできるのか、何をしないといけないの

かを咄嗟に判断できたということを嬉しく思う。学校の先生達も子ども達もそのようなことができ

る子どもを手本にしてもらいたいという出来ごとがあったので、報告をさせていただきたいと思う。 

 

 ７．議事の大要 

審議事項 （１） 議案第３号 臨時代理の承認について（会計年度任用職員の任用について）  

質問・意見等なし 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 
（２） 議案第４号 臨時代理の承認について（大川市就学援助規則施行規程の一 

部を改正する規程の制定について） 

委 員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

校納金の中身や滞納状況などについてお尋ねする。滞納が多い保護者には学校長

が就学援助を進めて、滞納が発生しないようにしていると思うが、どれぐらい現場

が困っているのか。また、滞納している理由はどのような理由なのか。勿論、生活

保護等の制度もあるが、原則、申請が必要であるので、制度の案内がきちんと届い

ているのかをお聞きしたい。 

 

滞納の数はそれ程多くはないとは思う。数年前の中学校の状況では、６～７千円

が校納金の額であった。その内容は、中学校は専門教科になるので、教科書は無償

であるが、色々な教材、市販のテスト代などである。それ以外で修学旅行費の積み

立てと給食費が別途ある。滞納の対応は、保護者に繰り返し連絡をして、学校に来

校いただいて話をするなど、色々なやり方をしていた。それでも支払いをされない

方には、毎月督促状を出している。 

 

滞納が発生した後の手続きが、管理職や担任の先生の負担となっているなら、負

担を軽減できないかと思っている。 

校納金は学校でまちまちであるが、校納金支払いの保護者負担を軽くする方法

で、本当に必要なものかどうかを精査して、必要最小限にする意識はしてあると思

うが、そのようなことが必要ではないかと思う。 

 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

報告事項 （１）講師等の任用について 

質問・意見等なし 

その他 １月の行事に参加した感想 
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１月１６日に文部科学省主催の市町村教育委員会研究協議会にＺＯＯＭで参加

した。岩手県や広島県等、他県の教育実践が聞けてとても良かった。文部科学省の

方からは、教育調整額等の待遇面で勇気づけられるような話がでた。ＺＯＯＭでも

会議がきちんとできるのだなと感じたところであった。 

１月１７日に大川市福祉協議会主催、教育委員会後援の「つながり続ける大川の

未来を考えるセミナー」に参加した。自身は保護司として登壇し、失敗してもやり

直せる社会づくり、という話をさせてもらったが、教育委員として、大川市の教育

振興プログラムのなかにも「未来につながるまち大川」ということで、つながる街

の実現、人とのつながりを大切にする創造性豊かな子ども達を育てます、というこ

とを大川市としても、教育委員会が掲げていることを説明した。当日はＮＰＯ法人

抱撲理事長、元ホームレスの方で結成された生笑一座が講演されたが、子ども達に

もそのような機会を与えて欲しいという声があったことを報告する。 

 

 

 


